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ヤま  し  力`  き

近年、阪南町を含む泉南地域一帯は関西新空港の開港に伴 う数多くの民間、

公共団体による開発事業、また大阪中心部のベッドタウンとしての住宅開発が

進められてお り、埋蔵文化財の発掘調査件数は増加の一途をたどっています。

そこで当町では開発、工事に先立って本年度より国庫補助事業として 2年次に

わたって町内の分布調査を計画し進めることとなりました。

今年度は、その初年度として調査対象地区を阪南町合併以前の旧東鳥取町域

を中心とした地域としました。

これらの地域においての調査結果は以下本文で述べるとお りですが、数々の遺

物の発見が語っているように周知の遺跡の拡大未確認の埋蔵文化財包蔵地が十

分に残存 していることが想像されます。

来年度もひきつづき分布調査を進めていく所存ですが、今年度の関係者各位

のご協力を感謝するとともに今後もよリー層のご理解いただきますようお願い

します。

昭和63年 3月

阪南町教育委員会

教育長 庄 司 菊太郎



例 口

1.本書は、阪南町教育委員会が昭和62年度

国庫補助事業として計画 し、社会教育課が

担当実施 した阪南町内の埋蔵文化財分布調

査概要報告書である。

2.調査は、阪南町教育委員会社会教育課三

好義三を担当者とし、昭和62年 4月 1日 に

着手 し、昭和63年 3月 31日 に終了した。

3.本書の編集および執筆は、三好が行った。

4.本調査により種々の遺物を採集 し、阪南

町教育委員会で保管 している。広く活用さ

れることを希望する。
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第 1章 調査に至る経過

大阪府の南部一泉州地域は、近年大阪のベッドタウンとして、また関西新空

港建設に伴ない、開発が急速に進んでいる。阪南町も例外ではなく、第二阪和

国道の延伸や民間における大規模開発が計画されているようである。これらの

開発行為の増加とともに周知の埋蔵文化財包蔵地内での土木工事等も増加 し、

昭和62年度の届出 (通知)件数は約50件で昭和61年度の約 2倍に達 している。

以上のように開発行為が町内各所で行われようとしているが、立地状況など

からみても未だ確認されていない遺跡の存在が十分に予想された。文化財保護

法では、周知の埋蔵文化財包蔵地以外の土地で土木工事等により遺跡と認めら

れるものを発見 した場合は、その現状を変更することなく、遅滞なく文化庁長

官に届出 (通知)することとなってお り、実質的に土木工事等が中断 (最高六

ケ月)されることになる。開発増加 してきた昨今、このような措置をさけるた

め、あらか じめ可能な限 り遺跡の分布状況を把握することが必要になってきた。

そこで、町教育委員会では昭和62年度より2ケ 年にわた り、町内の遺跡の詳細

な分布調査を国庫補助金事業として実施することになった。 2ケ年にわたる事

業であるが、今年度は阪南町の東部一旧東鳥取町域 (阪南町は昭和47年に東鳥

取町と南海町が合併 して成立)を主に調査対象地とした。
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第 2章 歴史的環境

現在、阪南町内では旧石器時代以降の三十数ケ所の埋蔵文化財包蔵地が周知

されている。

旧石器時代としては、自然田遺跡でナイフ形石器が、神光寺 (蓮池)遺跡で

有舌尖頭器が出土 している。 しか し、前者は包含層中からの出土であ り、後者

は表面採集であるため、遺構等の検出はされていない。

縄文時代では、前述の 2遺跡の他、玉田山遺跡、寺田山遺跡、石田山遺跡、

貝掛遺跡、田山遺跡で晩期を中心とした石鏃 0石錐等が出土、採集されている。

とりわけ、以上の遺跡のなかで最も大規模な調査が実施されたことのある田山

遺跡では、かなりの点数の石器が検出されている。 しかし、縄文土器は出土 し

ていない。

弥生時代では、神光寺 (蓮池)遺跡で中期の方形周溝墓が検出されている。

周辺では、泉南市の男里遺跡等がある。

古墳時代としては、隣接の岬町で西陵古墳 0宇度墓古墳といった大型の前方

後円墳が造営されているが、阪南町ではそのような動向はみられない。開発行

為で破壊され消滅 した箱作古墳が、小型の帆立貝式前方後円墳として知られて

いた。後期以降では、玉田山古墳群、塚谷古墳群、高田山古墳群が知られてい

る。とりわけ、玉田山一号墳は府史跡に指定されている。

奈良時代以降、中近世では各遺跡から土師器、瓦器等を中′いとした出土遺物

が検出されている。平野寺 (長楽寺)跡では、平安時代後期の瓦が、神光寺

(蓮池)遺跡からも平安時代後期から中近世にかけての瓦が出土 してお り、 2

遺跡とも付近に寺院跡の存在が推定されている。また、関西新空港建設に伴 う

土砂採取事業地内では、文献で知られていた井山城跡が発掘調査により確認さ

れた他、近世期の石切 り場一ミノバ石切 り場一が調査により、その全貌が解明

されつつある。

以上、町内の遺跡の概略説明を時代毎に行った。調査が比較的実施されたこ

とのある神光寺 (蓮池)遺跡、田山遺跡の他は、その性格が明確につかめてい

ない。縄文時代の遺構等は今後の調査で検出される可能性が大きいといえよう。
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第 1図 阪南町内埋蔵文化財包蔵地分布地図
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第 3章 調査の方法

調査方法は、以下のような地区設定を行い、主として田、畑等で開墾され地

表面が露出している地点の表面観察および遺物採集を行った。

1)阪南町全域を国土座標を参考にして、まず

便宜的に500m× 500mを 1つのブロックとし

て、大きな地区を設定した。この大きな地区

ナンバーは、図のとおりである。

2)こ の大きな地区をさらに50m× 50mの ブロッ

クー小さな地区に分け、採集しこの地区毎に

遺物採集を行うこととした。この小さな地区

第 2図分布調査小地区設定凡例 ナンバーは第 2図 のとお りである。

採集 した遺物は、大小にかかわらずすべて 1点 としてあつかい、石器 (景1片

を含む)、 土師器 (土師質)、 須恵器 (須恵質)、 瓦器 (瓦質)、 瓦、陶磁器に分け一

覧表に表 した (表 1～ 13参照)。 さらに、この

Th暮 鐘 甑 鰍 予 片  □  
石 器 (剥 片 )

[11古き継忽飩彙藷縫 [込
「1堰  閻 

須恵器0須恵質

[僚膳墨「重話繁F嵩縁曇霧膿[電Li霧】  匡匡目 瓦器・瓦質

量込][傷:[‖暦醤黒繰曇重:ナII釜言  鰈 
土錘

に表 した。また、同じ地区から土師器が数十

[鷲曇1埋ざ:FlttIFl16阜   魃 
土師器・土師質

と11!1ll「塁百ilirζ易彙裏量二  歴王] 
陶磁器

きなかった部分ではなく諸事情により、表面  第 3図 範覇瑯洲噺:リ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20
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31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

61 D2 63 64 65 60 67

“
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81 82

“

84 85

“

87 88 89 90
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観察、遺物採集が不可能であった部分である。また、すでに周知されている埋

蔵文化財包蔵地のほとんどを調査対象外としたため空白部にあたる。

以上が平野部についての調査方法である。

一方、山間部については、遺構の存在を確認 した場合、遺物を採集 した場合

どちらについても地点で表わすこととした。山間部については、採集遺物は一

覧表化 していない。

以下の章で、調査の成果の概要を述べることにする。
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第 4図 分布調査地区設定図
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第 4章 調査成果

1節 散布地および遺構存在地点の特徴

1)平野部

10-34043付近 (第 7図、図版 1)

南海電鉄に沿った繁華街の一角に残る畑で、土師器、須恵器片等を採集した。

周辺は既に開発されてお り、踏査できなかった。開発前であれば遺物の散布が

拡がっていたものと思われる。

10-990100付近 (第 8図 )

下出地区の集落の間で、男里川の三角州性の低地部分にあたる。サヌカイ ト、

瓦器、土師器片が採集された。

11-63072・ 94付近 (第 8図、図版 6)

男里川、河口の三角州性の低地である。サヌカイ トの剥片をは じめ須恵器、

土師器、瓦器等の破片が採集された。男里川沿いに南北に比較的広範囲に散布

が拡がるものと思われる。

15-37・ 47付近 (第 8図 )

下出地区の集落の間で、段丘面にあたる。信長街道をはさみ、南北に拡がる。

土師器、須恵器片等が採集された。

16-77付近 (第 8図、図版 6)

菟砥川の段丘上にあたる。近年宅地化が急速に進んできた一角である。サヌ

カイ トの祭J片をはじめ、各種土器片が採集された。

21-3014付近 (第 7図 )

旧街道 (信長街道)の北側で、土師器片をは じめ、土錘、須恵器、瓦器等の
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破片の散布がみられた。

21-45・ 54付近 (第 10図、図版 .1)

旧街道 (信長街道)の南側にあたる地域で、土師器片を中心とした散布がみ

られた。

21-87089付近 (第 10図 )

神光寺 (蓮池)遺跡の北端部と接する地域で、土師器、瓦器、サヌカイ ト片

が採集された。

23-29030、 16-900100付近 (第 12図、図版 2)

鳥取中地区の北部で、菟砥川と山中川が合流する地点の西側にあたる。サヌ

カイ トの破片をは じめ、須恵器、瓦器、土師器の破片を採集 した。“堂垣外 "

“室堂"の字名が残る。

23-43053付 近 (第 11図、図版 2)

鳥取中の潮音寺の北側にあたる。サヌカイ ト、瓦器、土師器の破片を採集 し

た。潮音寺に関連する字名がみられる。

23-60、 24-51・ 61付近 (第 12図 )

菟砥川沿いの段丘上で、サヌカイ ト、土師器片が採集された。

23-74086付 近 (第 11図 )

鳥取中地区の西南部で、潮音寺の南側にあたる。土師器、瓦器片の他、サヌ

カイ トの景1片が採集された。

25-91、 33-1付近 (第 12・ 13図、図版 4)

第 2阪和国道の延伸に伴い、将来各種の開発が予想される地域である。高田

山古墳群のある高田山および、平野寺跡として周知されている平野山と山中川
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とにはさまれた平地部分である。サヌカイ ト、土師器片が採集された。

31-33043付近 (第 11図、図版 1)

自然田地区の西端部にあたる地域で、土師器、瓦器片、土錘が採集できた。

この付近の字名に“正法寺"がみられ、寺院が存在 していた可能性がある。この

周辺も以前より自然田の集落があ り、充分な踏査ができなかった。

31-85096付 近 (第 5図 )

石田地区と自然田地区との間に拡がる田畑で、サヌカイ ト製の石鏃をは じめ、

須恵器、土師器、瓦器の破片、土錘が採集された。

32-46047付 近 (第 12図、図版 4)

井関川と山中川にはさまれた段丘上で、“向出"と いう字名が残る。縄文時代

晩期のものと思われる土器片をはじめ、サヌカイ ト製の石鏃が十数点、同じく

祭J片が数百点、土師器の破片が数百点、須恵器、瓦器の破片が数十点採集され

た。今年度の分布調査で最も多く遺物を採集できた地域である。この段丘より

山中川側に一段低い地域では、“高水"と いう字名が残るが、ここでもサヌカイ

ト、土師器の破片が採集できた。

32-96、 44-5付近 (第 12図 )

菟砥川と山中川にはさまれた段丘上で、サヌカイ ト製の石槍をは じめ、サヌ

カイ ト、土師器、瓦器、須恵器片等が採集された。この辺 りの字名は“向山"と

いい、この北側で石鏃等が大量に採集された地区の字名は、これに対 し“向出"

という。

42-68・ 78付近 (第 8図、図版 3)

いわゆる式内社である波太神社の南側にあたる地域で、井関川が形成した谷

の入口である。サヌカイ トをは じめ、須恵器、土師器、瓦器の破片を採集した。

すぐ北側に神光寺 (蓮池)遺跡、南側には井関遺跡が周知されてお り、両遺跡
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との関連が考えられる。

43-69080付 近 (第 15図、図版 4)

菟砥川と小川が合流するすぐ北側である。サヌカイ ト、土師器の破片を採集

した。

44-92・ 93付近 (第 15図、図版 5)

自然田遺跡として周知されている段丘から菟砥川側に一段低くなった地域で、

須恵器片を中心として土師器片等を採集 した。以前より須恵器の散布が知られ

ていた。段丘の段差を利用した窯跡の存在が推定されよう。

45-81・ 91付近 (第 15016図 、図版 5)

自然田遺跡の東側で、山中川の段丘上にあたる。サヌカイ トの粂1片 、土師器

の破片が採集された。

56-20030付近 (第 14図、図版 3)

井関遺跡の北側に接する地域で、ここも井関川が形成している谷部分にある。

サヌカイ ト、土師器、瓦器の破片、土錘が採集された。

58-42051付近 (第 15図 )

岩崎山と玉田山にはさまれた小川が形成 した谷で、サヌカイ トの景1片 、土師

器片を採集 した。

59-14024付近 (第 16図、図版 5)

山中川の段丘上にあたる地域で、土師器の破片の散布がみられた。

72-10020付近 (第 14図、図版 3)                 ｀

井関川の形成する谷が一段と狭くなった辺 りで、サヌカイ ト、土師器、瓦の

破片等が採集された。
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72-56付近 (第 18図 )

井関川が形成 した谷で、サヌカイ トの剥片、土師器片を採集 した。

2)山間部

A地点

井関川によって形成された谷に存在する桑畑地区 (近世期の桑畑村)の南側、

井関川の上流左岸で、谷に沿った山地の尾根す じにあたる。ここで、石切 り場

の跡と思われる遺構を確認 した。切 り立った崖やその下にコッパが散在 し、矢

跡の残る岩板も確認できた。石製品の未製品や手を加えたようなものは、確認

しえなかった。

B地点

A地点のすぐ南側の尾根よりも下った斜面で、石切 り場の跡と思われる遺構

を確認 した。やは り切 り立った崖やコッパが存在 している。また、径0.3～ 1

m程度の石を積んで造 り出した平坦地を確認 した。

C地点 (122-14、 24付近)

山麓の平坦地で、石仏、墓標を数基確認 した。

D地点

E地点に延びる畦道の山側斜面で、宝筐印塔の残欠を確認 した。

E地点

斜面上に平坦地があり、そこに五輪塔が数基存在 していた。

F地点

山麓の平坦地で、石祠、五輪塔石、燈籠が存在する。この斜面を下った地点

では、土塁、石積状遺構が存在 し、瓦および土師器の破片が散布していた。五

輪塔や石燈籠は、近世期のものと思われる。地元の人々によると、現在桑畑地
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区から丼関川を下 り、谷が開けた地域にあたる石田地区に存在する波太神社が

元来 していた場所であるとのことであった。波太神社は、10世紀に編纂された

『延喜式』に記載されている、いわゆる式内社である。

G地点

E地点とは小さな谷を隔てた南側にあたる地点である。平坦地があ り、石積

状の遺構、井戸が存在 していた。また、石日が散布 しているのが確認できた。

小さな集落が存在 していたものと思われる。

H地点

F地点からさらに南方の井関川が形成 した谷に落ちる小さな谷を登った地点。

この小さな谷の両側にA・ B地点に比べ小さな石切 り場が数ケ所存在 した。切

り立った崖とコッパが散乱 しているのを確認 した。また、付近に柱状に加工 し

たものと思われる石製品が散布していた。

1地点

桑畑の集落から丼関川を lkm余 りさか遡 り、南北にのびる比較的大きな谷

を数百m遡った西側の斜面に小さな石切 り場が存在 した。

」地点

H地点と同じ谷のさらに上方で、矢跡の残る大きな岩を確認 した。付近を調

査したが、石切 り場跡を確認することはできなかった。石切 り場から切 り出さ

れた岩とは思われない。
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第 2節 採集遺物

=石 器=

今回の調査で採集された石器には、石鏃、石槍があった。すべてサヌカイ ト

製である。

1はいわゆる凹基式無茎の石鏃で、今回採集 した石鏃のなかでは欠損が小さ

く、摩耗もすすんでいない、最も残存状態の良い資料である。また、後述する

石器はすべて山中川と菟砥川にはさまれた段丘上の32-46等の地区からの採集

であるのに対 し、31-96地区から採集されたものである。 2は、32-3地区か

ら採集された凹基式の石鏃である。 3～ 5は、32-4地区から採集された凹基

式の石鏃で、 3は比較的中央部の厚みがある。 5は、片面だけに調整が見られ

る。 6は32-37地区から採集された石槍で、今回採集 した石槍では残存状態の

良い資料であった。 7は32-41地区採集の凹基式無茎石鏃である。 8～ 10は32

-46地区採集の資料である。 9010は凹基式の無茎石鏃であるが、 8は平基式

に近い形態をしている。11は32-47地区の資料で、やは り凹基式の無茎石鏃で

ある。 5と 同様片面だけに調整がみられる。12は32-96地区採集の石槍で先端

部、茎部が欠損 している。

=土 器=

採集 した土器で、実測可能な遺物は陶磁器類、土錘が大半であった。このた

め、陶磁器、土錘のうち残存状態の良好な資料を選んで、図化 した。以下に主

要遺物の概略を記述する。

1は縄文時代晩期のものと思われるもので、縄文土器としては唯一の実測可

能な資料である。 2は土師質の皿、 3～ 5は須恵質の不の口縁と思われる破片

と底部の破片である。 6は蛤壷の口縁部である。 8010は唐津の婉、9は美濃

の婉である。12～23ま での陶磁器のうち、12013017019・ 23は伊万里の碗等

である。24025は土師質の管状土錘である。管状土錘はこの他にも瓦質の資料

も採集 した。26・ 27は土師質の上製品である。28は銅製の ミニチュア人形であ

る。
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第 5章 まとめ

以上のように分布調査の成果を述べた。阪南町のなかでも東鳥取地区では、

これまで詳細な分布調査が行われたことがなかったため、かな りの成果をあげ

ることができたといえようなこの数多い成果のなかから、とりわけ大きい意義

をもっていると思われる二 0三の地点を特記し、まとめにかえることにする。
・

平野部では、まず菟砥川と山中川とにはさまれた段丘上 (32-4046096付

近)でサヌカイ ト製の石器や景1片 、土師器、須恵器等が大量に採集されたとと

もに、これまで明確に確認されていなかった縄文土器を採集 したことにより、

段丘上およびその周辺地域に縄文時代以降の複合遺跡が存在する可能性が示さ

れることになった。また、自然田遺跡の段丘から菟砥川側に一段低 くなった地

点 (44-92093付 近)で須恵器が大量に採集され、窯跡の存在する可能性を示

すことになった。これらの 2地点は、以前より地元の研究者により確認されて

お り、教示を得ていた。今回の調査でそれを再確認できたことになった。これ

以外でも、男里川の左岸の低地の広範囲にわたる地域 (11-63072094、 16-

5付近)でサヌカイ トの景1片や土師器片が大量に散布しているのが確認され、

ここでも縄文時代以降の集落が存在する可能性のあることが示された。

平野部において、かなりの遺物が採集されたことは本文中でも記述 した。こ

れらの地点以外でも、かな りの遺物が採集されたことは本文中でも記述 した。

これらの遺物散布地点が周知され、開発行為等に伴 う事前の発掘調査が実施さ

れることになれば、それらの散布地の性格が明確になるものと思われる。

一方、山間部においては、井関川上流で石切 り場跡と思われる遺構を数ケ所

確認することができた。 うち井関川の最も下手 (北側)に位置するA地点では、

石を切 り出したと思われる岩板やコッパの他、矢跡の残る岩板を確認 した。A

地点のす ぐ南側 B地点では、石を積んで斜面に平坦地を造 り出してお り、その

平坦地で石製品の加工作業を行ったことも充分予想される。また、このAOB

地点よりさらに丼関川上流にあるG地点では、コッパに混 じって角柱状に加工

したものと思われる製品 (未製品)が散布しているのを確認 した。このように、

井関川上流では石切 りがかなり盛んに行われていたようである。この井関川上
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流の石切 りは江戸時代の文書等で知られていたが、今回の調査でそれを裏づけ

ることができた。また、井関川に面する山地を踏査したが、比較的桑畑の集落

に近い下手では、井関川の東側の山腹だけに確認することができた。

以上、今回の分布調査の成果をまとめてみた。

最後に、この分布調査はあくまでも地点的 0表面的な調査にすぎず、様々な

理由により (例えば開墾されている畑とそうでない畑では、自ら遺物の採集量

に差異を生 じる)、 調査成果に制約を受けていることを記 しておく。かなりの成

果をあげたことは先述 したとお りであるが、このような制約があることを考慮

に入れて、今後の発掘調査 0分布調査を行う必要があろう。

末筆ではあるが、調査にあたり心良く立ち入 りを許可 して下さった土地所有

者の方々、調査方法等について御教示いただいた大阪府および泉北・泉南各市

町の教育委員会の担当者の方に感謝の意を表する。また、調査に参加下さった

清水恭子 0井上祥子・ 谷口貴彦・山本隆彦 。南 憲治 。東 公美 0矢倉春子 0

森谷宣夫 0森 一恵 0美谷 誠 0西畑昭男の諸氏にも感謝する。
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地区別採集遺物一覧表(1)

地 区 字 名
石 器
(剥 片)

器

質

師

師

土

土
須恵器
須恵質

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蛤 壷 土 錘 その他 計 備 考

10-15 清 水 6

10-25 八 艘 6

10-33 八 艘 1

10-34 八 艘 1 1

10-40 馬川柳原

10-43 山 原 1 1

10-44 八 艘 1 6 16

10-49 馬川柳原 1 1

10-50 馬川柳原 1

10-58 馬川樋尻 1 1 1 1 19

10-68 円 坊 9 1 1

10-80 柳 原

10-88 内 畑 1

10-90 馬り|1坂 ノ下 36 1

1日8 内 畑 1 16

10-99 内 畑 8

10-100 内 畑 1

11-31 `馬り||ド ウメ 1

11-41 馬り‖ドウメ 1

11-42 .賜り||セ ツフ
サ

11-51 `馬
り||セ ツフ

サ

11-52 ,馬り||セ ツヲ
サ

11-53 狐 藪 8

11-62 `馬り||セ ツフ
サ 8 24

11-63 `馬り||セ ツフ
サ 1 1

11-64 狐 ヤブ 1

11-65 狐 ヤブ 1

11-71 柳 原 1 1

11-72 馬川原 20 釘 1

11-74
―

プ刷脂
1

11-81 .剛 |1坂 ノ下 1

11-83 馬川高マハ
リ 1 16 58 サヌカイ トの剥片

11-84 馬り|1高マハ
リ

11-85 馬川笠松 8
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地区別採集遺物一覧表(2)

地 区 字  名
石 器
(剥 片)

土師器
土師質

須恵器
須恵質

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蛤 壼 土 錘 その他 計 備 考

11-91 馬り|1坂 ノ下 1 1

11-92 馬り|1坂 ノ下 66

11-93 馬り||セ ト垣
外

11-94 馬川高マ
リ 1 6

11-95 馬川笠松 8

11-96 馬川笠松 1

14-45 ドカイ ト 1 1 6 8

14-48 池 詰

14-53 西 ノ野 1 1

14-54 西 ノ野 1

14-55 西 ノ野

14-57 西 出 ロ

14-64 西 ノ野 1

14-66 西 出 口 1 1

14-72 鬼 芝 1

14-74 西 ノ野

14-75 西 ノ野

14-82 番匠山 1

14-83 大新田 1 1

14-84 大新 田 1

14-85 大新田

14-86 西 出 口 1 1

14-88 西 浦

14-96 新 官 1

14-98 西 浦

15-21 古屋 敷 1 1

15-27 内 畑 1

15-37 内 畑 6 48

15-38 内 畑 1

15-47 ヒジキ 1

15-67 屋敷北

16-2 ,剛 |1坂 ノ下 1

16-3
`馬
り||ク ポリ 1

16-5 馬川笠松 1 70
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地区別採集遺物一覧表(3)

地 区 字 名
石  器

(剥 片 )

土師器
土師質

須恵器
須恵質

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蛤 壷 土 錘 その他 計 備 考

16-6 馬川笠松 6

16-12 ワキ ノ湯 1 サヌカイ トの剥片

16-13 ワキ ノ湯 1 6 39

16-15 馬川セキ戸 1 1 釘 1

16-17 上川原 10

16-27 阪
戸

耐
関 1 36

16-38 川 原

16-47 不 明 1 10 サヌカイ トの剣片

16-48 不 明 8

16-49 川 原 1 1 48 土師質人形

16-58 不 明 6 1

16-77 沢 田 8

16-89 沢 田 1

16-90 沢 田 1 8

16-94 上沢田 1 1

16-99 沢 田

16-100 沢 田 6

17-25 金熊寺
川筋南

1 1

17-34 平 ノ原 1

17-46 平 ノ原 10

17-52 馬 川 1 1 6

17-81 室 堂 1

17-82 沢 田 1 1

17-88 平 ノ原 1 1

21-3 為の窪 1 1 鉄製品

21-6 為の窪

21-7 新 宮

21-14 為の窪 1 8

21-18 為の窪 1 1

21-23 春近山 1

21-24 為の窪 1

21-26 為の窪

21-28 西台光堂南 1

21-34 癖臨
6
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地区別採集遺物一覧表(4)

地 区 字  名
石  器

(剥 片 )

土師器
土師質

須恵器
須恵質

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蛤 壺 土 錘 その他 計 備 考

21-38 西台神明西

21-40 光堂前 1 1

21-45 西詰
西合

21-53 西 詰 6

21-54 西 詰

21-55 西 詰 8

21-56 池之内 1

21-67 小才堂 1

21-70 西台
西台神明西

21-76 小才堂 10 16

21-78 小才堂 8 20

21-80 西 台 1 1

21-86 卜才堂 1 6

21-87 西 台 6 20 63

21-89 西 台
速水 ノ西 1 16 1 鉄製品

21-90 早水下

21-94 一本松

21-95 一本松 1 1

22-9 三本松

22-19 三本松
平神

1

22-20 三 本松東

22-30 三本松東 10

22-40 三本松上
平神

1 1 6 8

22-45 神明後 1 1 1

22-56 神明東 1 l

22-66 神明東

22-71 神明西
神明前

1

22-73 神明前

22-74 神明前

22-75 新明前 1

22-76 神明東 1 6

22-81 神明前 1

23-5 上野
三本松上 1 1 10 1

23-6 田
岸

沢
文ノ

56
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地区別採集遺物一覧表(5)

地 区 字  名
石 器
(剣 片)

土師器
土師質

須恵器
須恵質

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蛤 壷 土 錘 その他 計 備 考

23-7 文 ノ岸

23-8 城 ノ岸 42 10 58

23-9 沢 田 10 1

23-10 室 堂
金属製
品 1

30
サヌカイ トの剥片
土師質人形

23-11
村
野

中
上

23-12 上 野 8 1

23-13 乳 サイ下 1 6 16

23-14 上 野

23-16 文 ノ岸 1 29

23-17 文 ノ岸
沢 田 ノ上 320 16 10 29 389

23-19 室 堂

23-20 室堂
堂垣外

16 土師質人形

23-21 中 村 1 1 10

23-22 寺 ノJヒ 6

23-23 上 野 10

23-28 堂垣外 28

23-29 堂垣外 70 170

23-30 室堂
堂垣外

1 8 26 65

23-33 寺 ノ北
乳 斉

23-34 寺 ノ北
乳斉

+製品

23-35 乳 斉 1 10

23-39 堂垣外 6 1

23-40 堂 垣 外 50 81 サヌカイ トの剥片

23-42 潮唐寺門外 8 8

23-43 鴻 計 跡 16 1

23-44 醜 計 跡 8

23-53 鴻 計 跡 9

23-54 寺 ノ東
醗 計 跡

16

23-60 井 ノ坂 20 36 土製品

23-63 西ノ原寺ノ
目:J

1

23-64 西ノ原水附 6

23-70 井 ノ坂

23-73 西ノ原寺ノ
lllJ

8

23-74 西ノ原水附 8 20
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地区別採集遺物一覧表(6)

地 区 字 名
石 器
(剣 片)

土師器
土師質

器
質

恵
恵

須
須

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蜻 壷 土 錘 その他 計 備 考

23-76 水附
屋敷

10 20

23-86 水附
屋敷

1 1 40

23-92 西ノ原寺ノ
上 1

23-93 西ノ原寺ノ
上

24-1 室 堂 1

24-4 明心寺 1

24-5 明心寺

24-11 室 堂 1

24-14 明心寺 1 8

24-16 明心寺原 l l

24-36 明心寺 原

24-41 井 ノ坂 1 1 8 磁器製の人形

24-51 井 ノ坂 1

24-54 高 水

24-61 井 ノ坂 8

24-64 高 水 1

24-65 高 水 1

24-66 下 水 1

24-67 下 水 1

24-76 高 水 40 1

24-77 下 水 9 1 30

24-78 下 水 1 1 8

24-87 高 水 8

24-88 高 水 1 1 1

24-98 高 水 10 1 8 1 金属製人形

24-100 窪 田

25-91 久保田 16

25-94 高田長ヲサ 1 1

29-5 一本松 30 6 1

31-2 西ノ原寺ノ
上

31-20

劃̈
6 1 10

31-23 深 盛

31-24 西畑
深盛

16

31-30 下 ノ垣外
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地区別採集遺物一覧表(7)

地 区 字  名
石 器
(剥 片)

土師器
土師質

須恵器
須恵質

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蛤 壷 土 錘 その他 計 備 考

31-33 正法寺 南 1

31-34 正法寺 山
岡辻

1 1 6 8

31-35 正法寺 山
岡辻

31-43 正法寺 南
西 畑

31-53 深 盛 6

31-60 寺 ノ下
下垣外

1

31-70 上 出 1 20

31-85 十垣外 18 8

31-88 上 出 16 8

31-94 西 畑 1 1

31-95 西 畑

31-96 西 畑 6 1

32-2 向 出 109 8 6 20 146
サヌカイ ト製の
石槍 1点

32-3 向 出 65
サヌカイ ト製の
石鏃 2点

32-4 向 出 36 119

32-6 向 出 16

32-15 向 出 30

32-21 向 出 8 1 8 29 1 48

32-25 向 出 1

32-28 高 水 6

32-29 高 水 6 1 20

32-35 向 出 1 1 16

32-37 向 出 1 1 1 80
サヌカイ ト製の石
鏃、石槍各 1点

32-38 高 水 1 20

32-39 高 水 1 8 8

32-46 向 出 210 200 10 6 28 1 464
サヌカイ ト製の石
鏃 9点

32-47 向 出 66 1 1
サヌカイト製の石
鏃5点、縄文1点

32-48 向 出 1 1

32-49 高 水 1

32-59 高 水 1 1

32-68 高 水 1 8

32-87 高 水 1 1

32-90 古 以 6 26 58

32-95 向ノ山 1
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地区別採集遺物一覧表(8)

地 区 字  名
石 器
(剥 片)

土師器
土師質

器
質

恵
恵

須
須

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蛤 壷 土 錘 その他 計 備 考

32-96 向 ノ山 8 石の
占
〔

製
１

卜
各

イ
槍

力
石

サ
鏃

32-100 古 以

33-1 高 田 1 1 28 土師質の把手

33-4 高田道ノ上

33-12 窪 田 1 8 1

33-14 高 田

33-21 高 田道上

33-25 高田溝向ヒ 1 6 1 十銭銅貨 1点

33-26 高田溝向ヒ
1

33-35 溝 向 1 8

33-36 高 田 1

33-37 高 田

33-45 溝 向 ヒ 8

33-47 高 田

33-54 階 田 1 10

33-55 溝 向 ヒ 1 1

33-56 溝向 ヒ 1 1 1 8

33-66 溝 向

33-71 階 田 30

33-74 高 田 1

33-75 高 田池尻

33-76 溝 向 10

33-81 高 田

33-94 階 田 1

42-50 曹チ箭 1 1

42-56 池 ノ内

42-68 lヽ 谷 口 1 1

42-78 Jヽ 谷口 8 8

42-79 小 谷 口 1 1

42-80 宮 ノ前 1

42-88 /1ヽ
4ゞ ロ 1 1 1

42-89 jヽ 谷口 1 26

42-98 /1ヽ 谷 口 1 8 青磁 1点

42-99 」ヽ谷 口 1 8 チャートのtll片
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地区別採集遺物一覧表(9)

地 区 字 名
石 器
(剣 片)

土師器
土師質

須恵器
須恵質

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蛤 壷 土 錘 その他 計 備 考

42-100 奄 ノ後 1 6

43-3 市垣外 6

43-6 西 畑 102 175

43-15 蜘制43-16 西 畑 1 1 8

43-23 深 盛 1

43-24 新 明 ノ
チと

片
ね
悧

サ

一

43-25 酬”43-35 新明 ノ
新明野

1 1

43-36 剛紗
1

43-37 西 畑
西 畑 出 口

1

43-38 西畑 ケ
西畑 出 口

43-46 ”酬
1 1

43-47 西 畑

43-48 西 畑 6

43-51 奄後
宮 ノ前

43-56 新明 ノ 1

43-58
畑
口

西
出

43-59 西畑 出 口
出 ロ

43-61 奄 後 1 1

43-62 奄 後 1 1

43-64 新 明 ノ
奄 ノ後

43-67 西 畑
エ ア トウ

1 1

43-69 上 川 1 1 9

43-71 奄後
算 ノ後

1

43-72 奄 後

算 ノ後

43-73 四東算 1

43-74 新明 ノ
四東奄

43-75 新 明 ノ

43-76 新明 ノ 1 l

43-78 上 川
エ ン ドウ

1 1

43-79 上 川

43-80 上 川 1 6

43-81 奄ノ後
葬 ノ後

-26-



地区別採集遺物一覧表(10)

地 区 字 名
石 器
(剥 片)

土師器
土師質

須恵器
須恵質

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蛉 壺 土 錘 その他 計 備 考

43-82 奔 ノ後 6

43-83 柑子垣外
奄 ノ後

43-84 新 明 ノ
奄 ノ後

43-92 奄 ノ後
算 ノ後

43-93 柑子垣外

43-94 茶屋 ノ前
新 明 ノ

43-95 新明野 1

44-1 芝 出 1 1

44-2 芝 出

44-5 向 ノ山 1 1 62

44-9 長通 り 1 1

44-10
コイ
高 田 1 10

44-16 向 ノ山 1 6

44-25 向 ノ山

44-27

榊̈
10 1 1 鉄製品

44-29 トノ久保

44-30 トノ久保

44-36 向 ノ山 1

44-37 ］榊
1 60

44-38 牛神
トノ久保

1

44-39 トノ久保

44-42 久保垣外 1

44-43 久保垣外 8 チャートの景1片

44-52 久保垣外 16

44-53 久保垣外 1

44-63 久保垣外 1

44-72 久保垣外

44-74 森
口

ヶ

ノ

雀
坂

44-80 平 見 1 1

44-82 久保垣 外 1 1

44-84 雀 ケ森
上 ノ山 1 1 10

44-92 久保垣外

44-93 久保垣外

44-94 復 ケ森
上 ノ山

1 1 44 サヌカイ トの石核

-27-



地区別採集遺物一覧表(11)

地 区 字  名
石 器
(剥 片)

器
質

師
師

土
土

須恵器
須恵質

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蛤 壺 土 錘 その他 計 備 考

45-3 高 田 10

45-5 高 田池尻 10 16

45-9 下 ノ眼

45-11 コ イ 1 10 石製品

45-14
コイ
高 田

20 10 48 1 84 土製品

45-34 高 田 1 1 鉄製品

45-35 高 田 1

45-38 滑石 田 6

45-39 滑石田 6

45-45 高 田

45-48 滑 石 田 1

45-49 滑石 田

45-56 水 口

45-57 滑石田 1

45-75 玉 田 1 6

45-76 玉 田

45-79 滑石 田 1 10

45-81 平 見 6 19

45-85 玉 田 6

45-86 横 谷 1 1

45-91 平 見 8 14

45-95 横 谷 1 1

55-99 中 ノ谷 6

56-9 /1ヽ 谷 口 6 10

56-10 奄 ノ後 18

56-11 土 ケ村

56-20 奄 ノ後 チャートの剥片

56-30 奄 ノ後
鷺 足

1 1 瓦質の口縁

56-40 奄後
鷺足

8 1 16 サヌカイ トの剥片

56-50 追分
鷺足

1 チャートの剣片

56-70 一馴

神

ノ

牛
屋茶 1

56-80 牛神
茶屋 ノ前

56-98 池 ノ下

56-100
関
原井

な
1
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地区別採集遺物一覧表(12)

地 区 字  名
石 器
(剥 片)

土師器
土師質

須恵器
須恵質

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蜻 壷 土 錘 その他 計 備 考

57-2 奄 ノ後

57-4 茶屋 ノ前 1

57-21 奄 ノ後
非 ノ後 1

57-23 ノ
野

明
明

新
新 1 1

57-31 奄 ノ後 1

57-41 追 分 1
サヌカイ トとチャ
ートの剥片各 1点

57-51 追分
茶屋 ノ前

1

57-81 井 関

57-90 山 田

58-4 苗 代 1

58-22 高 楠 1

58-30 玉 田 1

58-39 官 ノ下 1 10 土師質土製品

58-40 玉 田

58-41 高 楠 1 1 サヌカイ トの石核

58-42 高 楠

58-51 高 楠 10
サヌカイ トの剥片
1点

58-52
楠
代

高
苗

サヌカイトとチャ
ートの剣片各1点

58-61 高 楠 1

58-62 高 楠 1

58-71 相 川 1

58-73 苗 代 8 1

58-74 苗 代 1

58-84 苗 代

59-6 奥平見

59-14 奥平見 1

59-16 奥平見 1

59-17 奥平見 8

59-18 横 谷 1

59-21 玉 田

59-22 玉 田 1 10

59-24 奥平見

59-27 滑 石 田 鉄製品

59-28 谷横 1 1 鉄製品
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地区別採集遺物一覧表(13)

地 区 字  名
石 器
(剥 片)

器
質

師
師

土
土

須恵器
須恵質

器
質

瓦
瓦 瓦 陶 器 磁 器 蛤 壺 土 錘 その他 計 備 考

59-31 玉 田 8 10

59-38 横 谷 9

59-39 横 谷

72-9 ゴ ミ原 1 1

72-10 井 関 1 1

72-19 ゴ ミ原 1

72-20 青木川 原

72-28 大谷川原 10

72-29 ゴ ミ原

72-37 大谷川 原 6

72-56 水 ロ 6 6 1 6 18 40

72-57 大谷川原

72-93 地蔵原

72-94 大谷原

73-1 千本手

73-9 山 田 1 1 8

74-98 大 谷

87-48 通水戸ノ原

87-59 通水戸ノ原 1 1

87-88 マ イ ノ原 1 1

87-99

マィノ原珈
6

88-3 地蔵原

88-4 大 谷 原 1

88-14 地蔵原 1 1

88-22 奥 ノ宮

88-34 地蔵原 1 1 6

88-51 マ イ ノ 原

88-52 マ イ ノ原 1 1

88-54
マイ ノ原
コウノ谷ロ

104-18 違水戸ノ原

104-19 違水戸ノ原 1

104-29 違水戸ノ原 1 6

122-54 八王子ノ下 6
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第 7図 分布調査採集地区図(1)
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第 8図 分布調査採集地区図(2)

-32-



第 9図 分布調査採集地区図(3)
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第10図 分布調査採集地区図(4)
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第 11図 分布調査採集地区図(5)
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第12図 分布調査採集地区図(6)
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第13図 分布調査採集地区図(7)
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第 14図 分布調査採集地区図(8)
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第15図 分布調査採集地区図(9)
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第 16図 分布調査採集地区図(10)
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第 17図 分布調査採集地区図(11)
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第18図 分布調査採集地区図(12)
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第19図 分布調査採集地区図(13)
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分布調査採集地区図(14)

-44-





図
版
１
　
遺
物
散
布
地
点
　
平
野
部
①

10-34・ 43付近 (東から)
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44-92・ 93付近 (南西から)

45-81・ 91付近 (北から)

59-14・ 24付近 (1ヒ から)
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15-37047付 近 (北から)
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32-96、 44-5付近 (北東から)
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21-87089付 近 (東から)

31-85・ 96付近 (南から)

58-42051付 近 (北から)
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B地点 (石積状遺構)



図
版
Ｈ
　
遺
構
確
認
地
点
　
山
間
部
③



図
版
１２
　
遺
構
確
認
地
点
　
山
間
部
０



図
版
１３
　
遺
構
確
認
地
点
　
山
間
部
⑤



図
版
１４
　
遺
構
確
認
地
点
　
山
間
部
⑥



図
版
１５
　
遺
構
確
認
地
点
　
山
間
部
０

H地点

H地点

H地点 (未製品)
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